
｜アフリカ南部｜都市化の進展で失われる森林 
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ジンバブエの首都ハラレにある人口密度が中程度の郊外で、かつては森林が豊かな土地で

あったグラウディナでは、木々が消えゆく中で住宅の建設が進んでいる。 

 

ザンビアの首都ルサカに程近いジンバブエ北西部では、かつて豊かな森林だった場所をつ

ぶして、数十年かけてスラムやバラック街が形成されてきた。 

 

国連ハビタットによると、ザンビアでは公的な低コスト住宅が十分にないため、都市部の成

長とともに住宅危機が相次ぎ、都市周辺部では無許可の居住地が拡大しているという。 

 

環境活動家によると、ザンビアの都市部の木々がこのために伐採されているという。同国の

環境活動家ノムサ・ムレンガ氏は、「人々がよりよい経済的機会を求めて村を去っていくた

め、都市部の人口が増えている。人々は残り少ない都市部の木々を伐採して、住宅のための

スラム街を形成しています。」と語った。 

In Harare, the Zimbabwean capital’s medium density suburb called Glaudina west of the city, where a 

thick forest used to exist about a decade ago, under construction, hordes of homes are emerging instead 

as trees have vanished. 資料： Jeffrey Moyo | IDN 
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６人の子を抱える未亡人ポーリーン・チャンダ

さん（５６）も、そうして都市の木々を容赦なく

伐採して都市部に定住してきた多くのザンビア

の人の一人だ。 

 

チャンダさんは IDN の取材に対して、「２０年

前にこの地にやってきたときに自生していた

木々を、子どもたちと切り倒しながら生きてき

ました。当初は、まずは自分たちが住む家を建

てるために、木々を伐採するところから始めま

した。」と語った。 

 

土地・天然資源・環境保護省によると、ザンビアでは毎年、２５万～３０万ヘクタールの森

林が失われ森林破壊が進んでいるという。 

 

「グローバル森林ウォッチ」（GFW）によれば、昨年、ザンビアでは２０万１０００ヘクタ

ールの木々が失われたが、これは CO２排出量７８３０万トン分に相当するという。 

 

GFW は、最新の技術を利用し、森林の状況を監視するデータとツールを提供して、世界の

森林がどこでどのように変化しているのかを誰でもリアルタイムに把握できるオンライン

サイトを運営している。 

 

非政府科学機関である国際森林研究センター（CIFOR）によれば、ザンビアでは電化が進

んでいないため、約９割の世帯が薪燃料のみに依存している。 

 

モザンビークでも、都市化の進展が森林を蝕み、遠隔地での経済的困難から逃れるために、

都市部の土地を求め、しばしば違法に住居を建てる人々が後を絶たない事態が進行してい

る。モザンビークではかつて、都市と農村の両方に豊かな森林があったが、現在では徐々に

森林が絶滅の危機にある。 

 

昨年、海岸沿いの国であるモザンビークでは２７万８０００ヘクタールの森林が失われた

が、これは CO２排出量１億９００万トン分に相当する。 

 

ジンバブエの北側にあるマラウィでも、同様に森林破壊の影響が町や都市を襲っている。 

 

資料：Map of Zambia 
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マラウィの首都リロングウェの独立系環境専

門家であるニコラス・カソンゴ氏は、IDN との

電話インタビューで、「マラウィの多くの都市

部では、木材燃料の需要の増加が、１００キロ

メートル圏内まで森林破壊の輪を広げていま

す。」と語った。 

 

人口２０００万人のマラウィでは都市の人口

が１２％程度だが、政府によれば、昨年だけで

も１万４７００ヘクタールの森林（CO２排出

量５３０万トン相当）が失われたという。 

 

マラウィの開発専門家らは、都市を襲っている森林破壊を引き起こす農村部から都市への

大量移住を非難している。 

 

マラウィの開発専門家アジボ・ブウェラニ氏は、「多くの人々が都市への移住を選択するよ

うになり、都市部のサービス低下が顕著になっています。結果として、住宅で電力が利用で

きないために、木材を燃料として使うようになってきています。」と IDN に語った。 

 

ジンバブエでは、農村から都市への移住者の多くが、経済的な機会を求めて仮設住宅を建て

るために木を切り倒し、環境保護活動家らによると、これが森林を絶滅の危機に晒している

としている。 

 

しかし、ハラレの東南２５キロのところにあるチトゥングウィザ郊外の町デマのトライノ

ス・ガバさん（４６）のような都市への移住者は、同じような境遇の人々がいくら木々を切

り倒していたとしても後悔はないと語った。「生計を立てたいのです。畑を耕さないといけ

ないし、毎日のように停電している近くの町チトゥングウィザに燃料用の薪を売りに行か

なきゃならない。１２年前に田舎からここに出てきてから、ずっと仕事がないのです。」と、

ガバさんは語った。 

 

ジンバブエのネリスワ・チョンベ氏のような生態学者は、都市化の進展が南部アフリカの森

林を破壊するにつれ、この地域の自然生態系も脅威に晒されていると指摘している。「都市

にやってきた人々が家を建てることで森林が破壊され、生態系にも影響が出てきています。」 

 

ジンバブエ森林委員会によると、同国では毎年２６万２０００ヘクタールの森林が消失し

ている。 

資料：Map of Malawi 
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この中には、ガバ氏のような都市移住者の行為によって失われた森もある。なにしろ彼らは、

森林を伐採して建てた小屋に住み続けるために、街で必死に薪を売って生計を立てている

のだ。 

 

しかし、環境活動家らによると、ハラレのようなジンバブエの大都市でもまた、緑地帯が急

速に消滅していっているという。ハラレの環境活動家リバティー・ムセヤンワ氏は、「公園

のような緑地帯をつぶして住居や工場を建設する一方で、その代わりとなる再森林化計画

がないためにこのような事態が生じています。」と説明した。 

 

国連によれば、ジンバブエのようなアフリカ南部の国で人口が増える中、世界の都市人口の

割合は２０５０年には７０％近くにまで上昇する見通しであるという。 

 

ムセヤンワ氏は「この流れが、都市部の森林破壊を加速することになるだろう。」と語った。 

 

実際、「森林は都市で大規模に破壊されている。建設のための開発も進み、倒された木々を

盗んで稼ぎにしようとする者もいます。」とムセヤンワ氏は語った。 

 

現在、ジンバブエのエネルギー供給全体に占める木材利用の割合は６割以上である。 

Uncontrolled woodcutting in remote areas of Zimbabwe like Mwenezi district has left many treeless 

fields. 資料：Jeffrey Moyo/IPS 
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ジンバブエ森林委員会によると、家庭内の料理、暖房、そして主要農産物であるタバコの乾

燥加工のために、同国では毎年最大１１００万トンの薪が必要とされている。 

 

ジンバブエの森林は現在国土の約４５％を森林が覆っているが、近年、毎年約１５%～２

０%のペースで減少している。(11.18.2022) INPS Japan/ IDN-InDepthNews  

 

資料：Southern Africa regions/ Burmesedays, minor amendments by Joelf – Own work based on the 

earlier map by Shaund and Nick Roux, CC BY-SA 3.0 

  


